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エンプラスディスプレイデバイスのLED拡散レンズに関する特許係争について 

 

 

２０１６年４月１８日、米国連邦地方裁判所カリフォルニア州北部支部（以下「本裁判所」といいます。）

は、 Enplas Display Device Corporation v. Seoul Semiconductor Co., Ltd. (N.D. Cal., Case No. 

3:13-cv-05038-NC)の事件において、陪審員に基づく判決を行いました。株式会社エンプラスディスプレイデ

バイス（以下「当社」といいます。）がその拡散レンズのうち３つの特定の製品（品番 9854D、9854E 及び 9879）

を日本及び台湾において販売した行為が米国特許 6,473,554（以下「‘554特許」といいます。）の請求項１、

６、３３、３４及び３５の侵害教唆に該当すると認定しました。更に、当社の拡散レンズのうち５つの特定の

製品（品番 9854D、9854E、9879、4922及び 9853A）を日本及び台湾において販売した行為が米国特許 6,007,209

（以下「‘209特許」といいます。）の請求項２０の侵害教唆（米国特許法２７１条（ｂ）項）に該当すると

認定しました。米国外での侵害教唆が成立するには米国内における直接侵害（同条（ａ）項）又は寄与侵害（同

条（ｃ）項）を前提としますが、裁判所の認定は誰に対して直接侵害又は寄与侵害を教唆したかについては特

定しておりません。 

 

当社は本判決が認定する上記特許の特許侵害及び特許の有効性につき全く同意できないため、同地裁におけ

る再考を求め、それが認められない場合には、ワシントンにある米国連邦の巡回裁判所に控訴する予定です。 

 

本判決は、当社の全ての拡散レンズの過去分及び将来分の損害について当社に対し損害賠償を認めましたの

で、控訴審の最終結果に左右されることなく、当社の顧客に対して今後販売を継続していくこと並びに顧客が

当社の拡散レンズを購入したこと及び将来も購入することには何ら影響するものではありません。つまり、ソ

ウルセミコンダクター社は当社の拡散レンズを購入した又購入する顧客に対して上記特許権に基づいて権利

を行使することはできません。なお、‘554 特許は本年の１２月１２日及び‘209 特許は来年の３月１９日に

存続期間が満了いたします。 

 

本判決の前の昨年１２月の略式判決において、本裁判所は、当社の拡散レンズに関して、次のような非侵害

の判断をしております。 

① 当社は‘554特許及び‘209特許の直接侵害又は寄与侵害をしていない。 

② 当社は‘554特許の請求項の３～５、７～２９、３２及び３８～４８に全く（直接的にも間接的にも）

侵害していない。 

③ 当社は ‘209 特許の請求項２０以外の全ての請求項（１～１９、２１及び２２）に全く（直接的にも

間接的にも）侵害していない。 



 
 

④ 当社の拡散レンズの品番 9827は‘554 特許及び‘209特許に全く（直接的にも間接的にも）侵害してい

ない。 

⑤ 当社の拡散レンズの品番 4922は‘554 特許に全く（直接的にも間接的にも）侵害していない。 

 

更に、ソウルセミコンダクター社は、上記の略式裁判の申立てに反応して、当社の拡散レンズに対して、次

のような無条件の不提訴誓約を当社に与えております。 

① ‘554特許及び‘209 特許に基づいて直接侵害又は寄与侵害の訴訟を提起しない。 

② ‘554 特許の請求項の３～５、７～２９、３２及び３８～４８に基づいて如何なる侵害訴訟も提起し

ない。 

③ ‘209 特許の請求項２０以外の全ての請求項（１～１９、２１及び２２）に基づいて如何なる侵害訴

訟も提起しない。 

 

従って、本判決は、上記略式裁判において当社が勝訴した以外の争点でありかつ残された争点である、‘554

特許の請求項１、６、３３、３４及び３５及び‘209特許の請求項２０の侵害教唆について判断がなされたも

のです。 

 

一部の報道と異なり、‘554 特許及び‘209 特許に関する米国訴訟は、侵害教唆の問題を含め、当社のみに

関するものです。当社の親会社であるエンプラス社は本訴訟の当事者ではありません。 

 

よって、本判決は各国においてエンプラス社が保有している特許の有効性については何ら影響を与えるもの

ではないことを申し添えます。 

 

以 上 

 


